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岡崎 常太郎氏 （1880−1977）を しの ん で

433

朝上ヒ奈 IE二 良5

　木会名誉会員 岡 1崎常太 郎 先 生 は 明 治 13 （1880）年 1融 」」県に 誕 生 され た が， か く しp く 97 年近 く

の 長 寿 を 保た れ て
， 本年 5 月 26 日 に 亡 くな られ た 、

　岡 崎先生 は 大正 6 （工917）年 ， まだ 例会 の み で 出版物を発行す る に い た っ て い ない 本会 （当時 は

東京昆虫学会） の 発会当時 か ら， す で に 会 の 行事 に 積極的に 参加 し て お られた か ら，実に IE味 60

年 に わた る比類 の ない 長期 の 会員で あられた わけ で あ る．もち ろ ん ， こ の 発会当時 の 会員は今日 ど

なた も生存 して お られない ．こ の 当時を含 ん て 絶 え る こ と な く記 され て い る 先生 ご 自身の ，い わ ゆ

る r岡i［奇口記 」 が 本会創立 40 局年 の 際 の 同顧録 （本会 の 歴 史） を ま とめ る に 当 っ て貴重な根拠と

な っ た こ とは 知 る人 も少 くない ，

　先生は 学習院教授時代に 3冊 の 名著 （蝶類 ， 直翅類，脈翅類）を 出版 され た．こ れ らは 今 日 の よ

うに 昆虫学入 門書や い わ ゆ る 色図鑑とい うもの の まだ 現れない 時代に そ れ ら を代表す る 図説書 で あ

っ て ， 当時 の 唯
一

の オ
ー

ソ ドッ ク ス な 手 引 書 とな っ た わ け で あ る，そ れ は 後年 （1930）
“

コ ン チ 、．・−

700 シ ュ’t
を 出され て ，い わ ゆ る昭 和 前 期の ア マ チ ＝、ア 昆虫 同 好者輩 出 の 機縁 を 作られ た こ と よ り

も
一時代前 の こ とで あ っ た ．

　岡崎先生 は お 立場上 ， 多 くの 日本昆 虫学会員
一

般 の よ うに 職 業昆 虫 学 者 と して の 活動 を され る こ

と は なか っ た が，早 くよ り教材勤物関 係 の 名著 を い くつ か 編纂して お られ ， ま た 博物学雜誌 ， 昆虫

世界 ， 動物学雑誌な どに 教材昆虫や ， 特 に 直翅類 に つ い て 多 くの 緻密 な観察の 結果を 発表 して お ら

れ る ，また 早 くか ら衛生 昆虫類 に 関 心 を 持 たれ た よ うで ，蚊 ・蝿 に つ い て の 著述が あ り， 戦後は ニ

ク バ エ 類を 中心 と した 野
．i生の 蠅類 の 分類学的研究に 打ち 込まれ た ．

　岡崎先生か らは い わゆ る 「nJl治 の 人二 を代表す る剛直篤学 の 方 とい う印象を受け る の で ある が ，

先生 を 評 して 逸話 が ない とい うこ とが 逸話で あ る とい うよ うない い 方を す る の は誤り で ある と 思

う．先生は い つ も後進を 暖 く見て お られ，例年関東支部大会 の 際 な どに ，特別 な ご寄付を頂 戴す る

こ とがあ っ て，支部li牟事一
「司恐縮す る の が常で あ っ た ，
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略　　　　歴

1880 （明治 13） 年 7 月 21 日

1902　（嬖月治 35）　年 3 月

1907 （明治 40）年 3 月

1909 （明 治 42）年 8 月

1910 （明治 43）年 1月

会 記

岡山県川上郡富家村大字布賀 97 番地に 出生

岡山県師範学校卒業

東京高等師範 学 校 本 科博物学部卒業

第22 回 全国害虫駆除講習科修業 （名和昆虫研究所〉

学習院助教授

　 1912 （開治 45＞年 4 月〜1927 （昭和 2 ＞年 7月　同教授

　 正927 （昭和 2）年 4 月〜1937 （H：和 12）年 6月 東京市教員講習所講師兼視学

　 1937 （昭和 12）年 7 月〜1942 （昭和 17）年 12月　国語協会常務理 事

　 1943 （昭 和 18＞年 8 月〜1950 （昭和 25）年 8 月　田本赤十字社学芸員

　 1961 （昭和 36）年 10月　　　日本昆虫学会名誉会員

　 1971 （昭和 46）年 10∫］　　 カ ナ モ ジ カ イ 名誉会貴

　1977 （昭和 52）年 5 月 26 日　心 筋梗塞 の た め 東京都渋谷区初台内藤病院 に て 逝去 ，

　　　戒名　勧学「筅篤実常照居士

　御遣族 は 嗣 子　 毅氏　（奈良市在住），

る．

　著作目録　（主なもの ＞

　1916 （大正 5）年 通 俗 蝶 類 図 説 （東 京 松 邑 三 松 堂）

　19玉7 （大正 6）年 通俗直翅類図説 （同）

　1918 （大正 7 ）年 通俗脈翅類図説 （同）

　1926 （大 正 15）年　動物教材 の 根本的研究 （13名共著｝

　1928 （昭 和 3＞年　蠅 とその 駆除法 （山 田信
一

郎 と共著）

　1930 （昭和 5）年 コ ソ チ ；，，− 700 シ ：・．（松 邑 三 松堂）

　1943 （昭和 18＞年　防火用 の 水 た め に 於け る蚊 の 観察　（福井玉 宍編

　　　　　　　　　　例　東交鱒

　1957 （昭 和 32）年　コ ソ 虫学校 （東京陸水祉）

　1958　（1「呂和 33｝　壬F

　1971 （昭和 46）年

　王976 （昭和 51）年 多摩 丘 陵 の ニ ク バ x ，

　ほ か に 理科
．
教育 と国語 国宇に 関す る著作 が 多数あ る

と した野外調査 に 赴か れ，自然教育園に 1953
，

連絡 先 は 次 男 浩氏 （東京都世 田 谷区砧 8 丁 Rll−6） で あ

自然観察の 方法 とそ の 実

　　　　　　　　　　平山城址公園 お よび そ の 付近の 肉 パ エ ．新昆虫 ， 三1（5）， 31−34．

　　　　　　　　　　わた しの 昆虫誌
一

む し とひ と と 自然 （東京啓学出版）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昆 虫 と 自然 ，
11（8），

27−28．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 先生は 還暦を迎 え られ た あ と もハユ 類 を主

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1954 の 両年 ・陌4回，平 山城 堆 公園な どの 多摩 丘 陵

に 1954 年か ら 1962 年に か け て 実 に 154 回もの 採集を試 み られ て そ の 健脚ぶ りを発揮 された．

　
耄
饕

鼕
羹

護
鼕
簔
藁

簔
慧

羹
窰
奪
渉

萋
妻

鬟
鬟
羃

ー
ー
莠
彗
萋
耄
髴

輦
耄

ー
零
耄

ー毎
萋
萋
髦

鏨

ー
ミ
ー
ー
耄

…
ー
ー

峯
ー

撃

晝
毎

…

葦
ミ
蒹
壑

鼕
糞
羹
憲

筆

嘉

漆
置
爵
蟹
蠶
鬱

蠶
N 工工

一Eleotronio 　Library 　


